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平成30年度総会及び記念講演会のご案内　　　
平成３０年４月10日（火）
とちぎ思春期研究会会長　高村　寿子
　　例年にない早さで桜前線があっという間に日本列島を駆け抜けてしまい、そして新年度が始まり、慌ただしい日々を過ごされておられることと思いますが、皆様いかがお過ごしですか？
　　平成30年度総会及び記念講演会を下記のように開催致しますので、ご案内致します。
日　時：平成30年6月2日（土）　
日　程：総会　13時30分～14時15分
会　場：とちぎ健康の森　2階　教室A
記念講演　14時30分～16時

テーマ：“もしも、「死にたい」と言われたら～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自傷・自殺リスクの理解と援助“

　　講師：松本俊彦氏
　　　　　　　国立精神・神経医療研究センター　部長

　　　　　　　精神保健研究所薬物依存研究部　部長

　　　　　　　病院薬物依存症治療センター　センター長

　　　　　　受講料：とちぎ思春期研究会会員　　無料
　　　　　　　　　　非会員　　　　　　　　　500円＋配布資料代実費
今年の記念講演は、教育の現場のみならず地域保健や医療・福祉等の領域で危機的な問題の「若年層の死因のトップとなっている自殺」について取り上げることにしました。この様相は主要先進国で我が国だけであることから、様々な団体のみならず国も対策に乗り出して来ています。そこで若者の自殺問題で第一人者の松本俊彦先生にご講演をお願い致しました。
　

　平成30年2月20日から、全国紙Yで、「防げ、若者の自殺」の特集が組まれました。そこで松本先生は、「自傷行為や自殺をする人に共通する行動パターンは、つらい時に人に助けを求めないこと。一人で悩む事が最も自殺のリスクが高い」と指摘されています。
　死にたいと思う若者の心の叫び、そしてその心を理解し、受けとめ、どのように支援するかについて研鑽できる事は、日々の私たちの支援のあり方の羅針盤になると思われますので、万障お繰り合わせの上ご出席ください。また、会員外の方でもご関心のある方はぜひ、ご参加下さい。

　　なお、会場の都合もありますので5月14日（月）までに、裏面にあります参加申込用紙にてFAX(0285-44-7217)でお申し込みください。

　　また、期日が過ぎてもぜひという場合は、先ずはFAXでお問い合わせ下さい。
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· 添書不要です。
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